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Topics From Within  

  

 
衛星設計コンテスト実行委員会幹事 

         中谷 一郎 

 ロボットコンテストは知っていても、「エー？衛星のコンテストってなーに？」と言う方が多

いので実行委員一同、歯がゆい思いをしてきました。この場をお借りして状況などをご紹

介させていただけるのは千載一遇のチャンス、是非、最後まで読んでください。そして、で

きれば、若い世代に宣伝していただければ幸いです。 

  

 衛星設計コンテストの歴史は意外に古く、１９９３年に第１回が開かれています。それ以

来休むことなく毎年コンテストを続け、今年は１０月２８日に第１５回目が成功裏に終わり

ました。主催は当初は、日本機械学会、日本航空宇宙学会、電子情報通信学会の３学会

と(財)宇宙科学振興会で始まりました。ロボコンと一味、違い、学術の香りがするゆえんで

す。今では、それに加えて地球電磁気・地球惑星圏学会、日本天文学会、宇宙航空研究

開発機構、（財）日本宇宙フォーラムが主催団体として加わりさらに、文部科学省、総務

省に後援をいただくという重々しさです。（その割には、あるいはそのために（？）もう一つ

ハデさに欠け、世間の認知度がもの足りないのは残念なことです！） 

 

 本コンテストの目的は、堅苦しく言えば、「青少年の宇宙への関心を高めて、わが国宇

宙開発の裾野の拡大に寄与する」ということですが、要するに若者に宇宙への夢を持っ

てもらいたいということです。その中から将来のすぐれた衛星技術者、科学者、宇宙飛行

士などが輩出するなら嬉しいことですが、必ずしも、それだけでなく、宇宙開発の理解者、

応援者が増えてくれればこんなありがたいことはないと思っています。若者の理科離れが

問題になっていますが、技術立国と言われる日本の若者に、宇宙開発の面白さを実感し

ていただく機会を提供するのも大きな目標の一つです。 

 

 今年の例を少しご紹介しましょう。まず、応募部門は次の３つでした。 

【設計の部】H-IIＡロケットのピギーバック打ち上げを前提とした衛星ミッションの提案と、

そのミッションの達成のための衛星システムの設計完成度を競う。 

【アイデアの部】衛星に限らず広く宇宙空間を利用するミッションのアイデアの独創性・有

用性を競う。 

【ジュニアの部】自由な発想で宇宙に活用できそうなアイデアに富んだ衛星を提案し、競

う。 

 参加資格は、設計の部とアイディアの部は、大学院、大学及び高等専門学校の学生、
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またジュニアの部は、高校生です。 

 ６月末に応募を締め切り、まず書類審査を行いました。審査員は衛星開発に携わったこ

とのあるプロ中のプロ、いずれも高い見識を持った方ばかりです。今年の審査委員長は

廣澤春任宇宙科学研究所、名誉教授でした。書類審査を通った１１作品が、最終審査会

に進み、１０月２８日に都内の会場で審査が行われました。設計の部とアイディアの部の

応募チームは模型を審査会場に持ち込み、それを用いて熱のこもったプレゼンを行いま

した。会場では審査員はもちろんのこと、フロアからも鋭い質問やコメントが寄せられまし

た。 

 

 

 

 

 

 一次審査を通った作品はいずれもレベルが高く、審査員の先生方も受賞作の選定に苦

労された様子でした。今年の受賞結果を下の表に示します。なおご参考までに過去の典

型的な受賞作の模型写真を下にお見せします。 

 

 本コンテストは、今まで多くの学生が宇宙への関心と理解を深めるのに貢献してきまし

審査の模様 

審査委員から鋭い質問がたくさん出されます 

閉会式 

全員揃って記念撮影 

開会式 

林会長から参加者の皆さんへの激励 

ジュニア部門審査の模様 

高校生が作成したポスターを見ながら、審査委

員から鋭い質問がたくさん出されます 
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た。たとえば、本コンテストへの参加を契機として、宇宙分野に進出した学生も相当数に

上ります。また近年は実際に衛星を製作して打ち上げる学生も増えてきました。 

私たち実行委員としては、（ロボコンに負けずに！）本コンテストが盛り上がり、多くの

学生さんが参加してくれるようになるのを切に願っています。 

 

第１５回衛星設計コンテスト受賞作品 

 

日本機械学会賞 東京大学 イオ火山噴煙回収衛星「かすみ」 

日本航空宇宙学会賞 鳥羽商船高等専門学校 宇宙野菜工場（Made in Space） 

電子情報通信学会賞 九州大学 深宇宙高精度位置決定システム 

地球電磁気・惑星圏学会賞 慶應義塾大学 オールト雲観測衛星「てんぐ」 

日本天文学会賞 高知工業高等専門学校 
月面電波天文台 

「すぷりんぐはずかむ～ん」 

県立総合産業高等学校 ｓｔｒｉｋｅ ｂａｌｌ 

県立総合産業高等学校 マッスルイリュージョン ジュニア部門奨励賞 

香川県立丸亀高等学校 DROPS～デブリの雫～ 
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第1回(1992年) 

第11回 (2003年) 第12回 (2004年)第9回 (2001年) 

第7回 (1999年) 

九州大学 大学院  

「月周回カメラ衛星LUNA2001の提案」 

第6回 (1998年) 

ここれれままででのの代代表表的的なな作作品品  

千葉工業大学 

「鯨生態観測用小型衛星システム」 
東京都立航空工業高等専門学校

衛星３兄弟 

東北大学 大学院 

流星群観測衛星 LEOLEO 

東京工業大学 大学院

偏光X線観測衛星「燕」

東京大学 

赤外線位置天文観測衛星あさがお 


